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一度目は 1940(昭和 15) 年前後のことであり、二度目は 1960年代後半から 1970






















のである O しかし、 1940年以降、 1941 (昭和 16)年には、戦争が激化し国家統制が
強化されていった。人々の移動もより厳しくなり、国内移動も兵士の入営、勤

























訪問していることである O まず、 1960(昭和 35)年 5月、島津久永・貴子夫妻、次




























































第 5節枠 (frame) としての南国
第 6章南関宮崎と映画












第 4節 映画 W100万人の娘たち』の制作公開
第 5節 上京物語としてのわ00万人の娘たち』
第 6節 宮崎地元の観光関係者


















第 8節 八紘之基柱から f平和の塔jへ




2節 新婚皇族の宮崎旅行 (1960年・ 1962年)
1. 島津夫妻の里帰り旅行
1960 (昭和 35)年 5月 3日づ月 9日
2. 皇太子夫妻の巡啓











2. 引用文献の出典は、本文中に(山下 1996) のように提示した。
これは(姓 発表年)を表している O 引用の該当ページを示す場合には(白幡
1996 : 182) のように発表年の後に該当ページを示した。
3. 同じ著者が同一年に被数の論文を発表している場合には、(長谷川 2009a) (長
谷川 2009b) のように発表年の末尾にアルファベットを付記し区別した。
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扱うようになったのは、 1970年代のことである(山下 1996)0その成果が、 1977年
















































































の地域観光を通史的に記した文献がある O 代表的なものが次の 2冊である o Wみやざ
























































六青年奉祝事業という国家規模の一大事業と連動していたからである o 1872 (明治
5)年、明治政府は、古事記、自本書紀の神話故事に基づき、紀元法を定めた。すな
わち皇紀、神武天皇の即位年(紀元前 660年)を紀元とする紀年法である。この紀







































































旅行でもあった。こうした型績観光ブームは 1940(昭和 15)年にピークを迎える O
このブームにおいて人気をあつめた観光地の一つが宮崎県であった。
ルオフは、 1940(昭和 15)年の 6年前、 1934(昭和 9)年が重要な年であったこ
とを強調する (Ruoff，2010: 144)0 この年に開かれたのが県内、美々津町での「神武
東遷記念二千六百年祭」である。ルオフによれば、皇祖発祥の地としての宮崎県の
評判を高めるため開かれたこのイベントを通じて宮崎に注目が集まり、観光地とし










































































視覚文化装置としての博覧会について考察を深めている O 吉見(1992)が f博覧会


































国Jとよぶようになっていたj としている(坂上他 1999: 312)。
「祖国j とは天皇の祖先の国、「日向」は宮崎県域の!日呼称である祖国日向J






る。一つは宮崎県のことであり、もう一つが日本国である(千回 1999 : 122) 0 r祖
日向Jには、国家主義と地域主義を結び、つけようとする;意図があったのである。
祖国日向博においてもその開催目的において、皇祖と日向・宮崎との結ひ、つきが強

































































第 2章 宮崎名勝遊覧パス (1931年)
では、昭和戦前期の宮崎におけるパスガイドの遊覧説明について考察する。























































現代宮崎の観光業をさかのぼれば、 1931 (昭和 6) 年の宮崎名勝遊覧ノくスにたど
り着く O 岩切章太郎は次のように述べている。
私が初めて観光に乗り出しましたのは、宮崎交通で、遊覧ノくスを始めた持から





旅行史をひもとけば、日本国内で、の遊覧ノくスは、東京で始まった。 1925 (大正 14)
には、東京乗合自動車のユーランパスが女性車掌を採用し、東京名所遊覧を始め
















































































1931 (昭和 6)年 11月 1日、宮崎名勝遊覧ノくスが走り出した。宵崎パスの本社が
あった大淀駅前(現・南宮崎駅)、ここに遊覧ノくスの乗り場があった。遊客の集合時
















彦火火出見命、 豊玉姫、塩筒大神がまつられている。とくに、 1913(大正 2)年の
宮崎軽便鉄道の開通後には、にわかに旅人の数も増え始めていた(宮崎市 1997:21) 
大正期以降の青島で注目されたのが、島内植物である O 大正期になると、 島の植
物が「南国」の植物であると認識されるようになり、植物園があったことからも推
測されるように、「南国jの植物を観賞する旅行者が多く訪れるようになっていた(図
















図 2-7W遊覧説明 昭和七年一月~ (宮崎交通所蔵)
『遊覧説明』は、開始当初の遊覧行程 [宮崎パス本社一宮崎神宮][宮1崎神宮一天神
山一生白神社][宮崎パス本社一青島]に合わせ、 3部で構成されている O テキストの説
明項目だけをあげると、次のようになる(①~③)。
①会社出発ヨリ 神宮出発マデ
挨拶/1町名 2道)1頃と哩数時間 3古い町と新しい町/1橘橋 2本









ン 3夏の大淀川と地蔵祭/太田町/中村町 1西郷戦争-で焼かれた 2 
当町の繁栄 3現況/淀川町/天神山 1山上の説明 2大淀川 3赤江
港 4竹林 公園計画/福島町 1二百七十年前の大津波/大塚町 1古
墳 2大塚土持 3髪長女臣/戦場坂 1市の境 2源為朝 3宮崎市の弓
/生目村 1生目の農業 2日向米の宣伝/浮田 生目八幡の由緒と景清
/生目神社神殿前 生目神社の霊験/帰途 景清廟の話/浮回帰り途 1 
19 























































































































































1931 (昭和 6)年に運行を始めた宮崎名勝遊覧ノくスは、 1933(昭和 8)年の祖国日







第 3章 祖国日向産業大博覧会 (1933年)
昭和のはじめから 10年代の地方博覧会の多くが、国防や産業振興を開催テーマに
掲げていた(湯原編 2005)。こうした全国的な傾向の中で、祖国日向博も同じく、
産業振興を主な目的にして開催された“産業博覧会"だ、った。 1933(昭和 8)年の 3
月 17日から 4月 30日までの 45日間、宮崎市大淀川河畔、鶴島の会場には 21のi尊
覧会建物が設けられた (図 3-1、図 3-2)0
図 3-1祖国日向博の全景(1) (宮崎市 1934)








































































































































































































































( 1940) 、県勢要覧『被国日向の展望~ (I 941)など、 1940年(昭和 15)を頂点に、










































































図 3・8日向神話パノラマ 9景(宮崎市 1934)
1 .橘の小戸の椿ヶ原 2. 天ノ岩屋戸 3. 天孫降臨
4. 木花開耶姫 5. 海幸山幸 6.鵜戸の窟







(日高 1970: 56) 0 






























































リーフレットの口絵には、 2枚の写真が載せられている(図 3-11)0 1枚目は、橘








































































































日本の旅行を文明史的に論じた白幡洋三郎が、おもに、 1937(昭和 12)年から 1940




という(白幡 1996: 98四99)0 I国策旅行jや「傷病慰問JI戦勝祈願Jとしづ時局の




史蹟であった(白幡 1996: 98)0 
自本近代史研究者のケネス・ルオフによれば、日中戦争開始の 1937(昭和 12)年
7月以降、観光をめぐる論議は、「経済的な利益を中心としたものから、愛国主義の











とになったのである O 享楽的な旅行は不謹慎とされる O だが、奈良県の橿原神宮、
宮崎県の宮崎神宮への参拝が目的であれば推賞されもした。































































神武天皇の建国から 2600年とされた 1940(昭和 15) 年を迎えるO この年には、






















図 4-3八紘之基柱「平和の塔J(筆者撮影 2011年 8月)
この塔は石造りで、高さは 37メートルあるO 別名を「八紘一宇の塔Jとも言い、 正
面には「八紘一宇Jの文字が記されている O 塔の四隅には、神像が配置されている O


































で、休歯することになった。 1941 (昭和 16)年には、戦争が激化し国家統制が強化
される。人々の移動もより厳しくなり、国内移動も兵士の入営、勤労奉仕、疎開に








































































便鉄道駅のできた 1913 (大正 2)年から旅客を集めていたとしづ O















1 1975 (昭和 50)年、沖縄県経営者協会での講演「沖縄と観光J。
48 
.. 















































2 1975 (昭和 50) 年秋の沖縄県経営者協会での講演「沖縄と観光j。



































る (Scivelbusch，1979=1982 : 69-88) 0 それ以前の徒歩や牛馬による旅の特徴的な視
覚経験が変容したのだとし1うO
鉄道によって、それまでの伝統的な旅を特徴づけた前景や近景が失われた。鉄道





















































第 6章 i奪回宮崎と映画(-1963) 匿名の甫国から観光宮崎へ



























1950 (昭和 25)年 5月、東横映画の撮影隊が、ここ青島を訪れた。興味深い新聞
記事がある O この日向日日新聞の時付は 1950年 5月 5日、地元の宮崎大学の 8名の
学生、大宮高校の演劇部員、宮崎交通の社員たちがエキストラ出演し、この撮影風




しろ興味があるj と書いた(山中 1954: 208) 0 これは『きけ、わだつみのこえ』に
ついての述べた一行である。さらに、山中はそれ以前にも青島で映画撮影が行われ
























(国府他 1934: 168) 
亜熱帯植物が覆う青島の幻想的な風景を観た彼らは、ここで映画の話をしている。















こうした青島での撮影は戦後 1961 (昭和 36)年までつづいた。さきに述べた『き
55 
け、わだつみのこえよさらに大)1橋蔵主演の時代劇『海賊八幡船j(東映、 1960年)、




































つぎつぎと製作公開されていくことになった。 1957(昭和 32)年から 1963(昭和
38)年までの 7年間は、毎年、映商撮影隊が宮崎を訪れた。なかでも、日本の映画
産業が生産本数において最盛期を迎えた 1960(昭和 35)年、 1961 (昭和 36)年に
は、県内で一挙に 5本の映画撮影が行われている。
ここに当時の地元紙 宮崎日間新聞の記事がある O この記事は県内に多くの映画
56 
撮影隊が訪れる様子を「まさに『南国ブーム』映画ロケ隊がぞくぞく j という見出





1960 (昭和 35)年の l月から 1961年の 2月までの間に なんと 5作品ものフィ
ルムのロケ撮影がおこなわれた。~口笛が流れる港町~ (日活)のえびの高原・宮崎
市での口ケ、『暁の翼~ (東宝)では新出原基地、『海賊八幡船~ (東宝)と『生き抜
いた 16年 最後の日本兵~ (東宝)の青島での撮影が行われた。さらに、 1961
月には航空大学校での『太平洋のかっきぎ屋~ (日活)口ケーションが行われた。
























て主登場したのが、 1963 (昭和 38) 年の ~100 万人の娘たち』であった。見れば、ひ




宮崎を表象するイメージの発信が待ち望まれていた。 ~100 万人の娘たちJ は宮崎地
57 
元の観光関係者にとって念願のフィルムだ、ったといってよい。













































































フィス街で働く BG(BusinessGirl)になるOすなわち BusGuideから BG(BusinessGirl)。
のオフィス街の出勤風景。大勢の通勤客の中、スーツ姿の悠子が東京のビジネ






























ボテンに着想、を得てつけられたものだとされる o ~100 万人の娘たち』という映画の
タイトルは、監督と脚本家がシナリオ・ハンティングのために訪れた宮崎の日南海
岸にあったサボテン公園の i1 00万本j のサボテンにヒントを得て決まったものだ
というのである o i 1 00万本j というサボテンの本数が、なぜ r1 00万人j という人
数へと転意したのかについてのエピソードは地元宮崎の観光関係者には残されてい
ない
第 7節 監督、シナリオ作家の ~100 万人の娘たち J
一地方の女性労働者映画
さきに述べたように、宮崎の観光関係者のエピソードによれば、映画タイトルは
サボテン公園の 100万本のサボテンを観て、五所平之助がつけたとされる O その
方で、久板栄二郎はこのタイトル決定が会社側からの要求であったとしている(~キ
60 







映闘の結末において、 ~100 万人の娘たちJ の主人公である悠子は、宮崎での観光


















































































































第 7章 南国宮崎産業観光大博覧会 (1954年)
第 1節 「祖国日向」の博覧会から「南国宮崎Jの博覧会へ
南国宮崎産業観光大博覧会(以下、南国宮崎博)が盛大に開催されたのは、 1954
年(昭和 29)年 10月のことであるO 終戦から 10年を迎えようとしていたこの時期、
日本国内各地で産業振興を目的に多くの地方博が開催されている(湯浅編 2005)0
戦後の宮崎県で、全県挙げての大博覧会を開催しようという動きが本格化するの




会場建設は、 1954(昭和 29)年 8月 10日に着工されたが、 9月7日の大型台風の
直撃によって、会場内パビリオンの多くが破壊された。開催すら危ぶまれる被害で
あったが、連日の突貫工事により、予定の開会式までに間に合わされた。
こうして、 1954(昭和 29)年 10月 15日、南国宮崎博は、宮崎市内船塚町で華々
しく開幕を告げた(図 7-1) 0 2万3千坪の敷地には、 29棟もの博覧会建物が建設さ
れた。 10月 15日から 12月 5日までの 52日間の会期中、入場者はのべ約 40万人、
一日の平均は約 7600人、 11月21日には 22261人の最高入場者数を記録した。







建国博覧会 (1940年)といった大小の地方博覧会が開催されていた(倉 2006: 55) 0 
なかでも、 1933(昭和 8)年には、祖国日向産業博覧会(以下、祖国日向博)が開
催されている。祖国日向博は、南国宮崎博と同じく、宮崎県と県内各市町村で共催


























































































































































[ 1 ] 博覧会開催について、その名称を如何に定めるかと云うこと
は、本博覧会の企画上重要なことの一つであった。故に、発起
人始め関係者は、この名称について慎重に研究した。








































































































































































































































































(昭和 35)年 5月、島津久永と昭和天皇の第 5皇女であった貴子夫妻が宮崎の県南















た(吉見 2002;石田 2006)0 
政治学者の松下圭ーは、美智子妃報道が、「平民JI恋愛Jというシンボルにフレ
ーム付けされていたことを指摘している(松下 [1959]1994) 0 松下は、おもに
子妃決定時に焦点、を当てているが、これは清宮貴子内親王についても当てはまるだ

















第 2節 新婚皇族の宮崎旅行 (1960年・ 1962年)
の宮崎旅行について、
1 .島津夫妻の里帰り旅行 1960 (昭和 35)年 5月 3日-5月 9日







































歓迎会は 14時に終わり、夫妻は、青島に向かう O こどものくにを訪問、ちょうど






























2. 皇太子夫妻の巡啓 1962 (昭和 37)年 5月 l日一5月 6S 














皇太子夫妻は、まず、建設中の新館のエレベータで 9階屋上へと向かう O 宵崎平
野を見渡せるここで、知事の説明を受け、県内を展望した。次に、簡単な県勢紹介



































































1960年 5月と 1962年 5月の 2組の皇族夫妻それぞれの旅行後、 宮崎交通と旅行
各社はこのコースを「島津ラインJrプリンセスライン」と名付け新婚旅行先として
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り『南国絵巻~ (1 940 年)、『愛機構へ飛ぶ~ (1940年)、戦後においても『きけ、わだ
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